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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像するための撮像素子を有するビデオスコープと前記ビデオスコープが接続
されるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置であって、
　前記被写体を照明するための照明光を放射する光源と、
　前記撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、被写体像を構成する複数の画素そ
れぞれの輝度値を検出する画素輝度検出手段と、
　被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される複数のブロックに分割設定する
分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大となるブ
ロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、前記照明光の光量を調整する光量調整手段とを備え、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段をさらに有し、
　前記ピーク値決定手段が、前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象に
して第１のピーク値を決定するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロ
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ックを対象にして第２のピーク値を決定し、
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づい
て、前記代表輝度値を算出することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　被写体を撮像するための撮像素子を有するビデオスコープと前記ビデオスコープが接続
されるプロセッサと前記プロセッサに接続されて被写体像を表示するための表示装置とを
備えた電子内視鏡装置であって、
　前記被写体を照明するための照明光を放射する光源と、
　前記撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、被写体像を構成する複数の画素そ
れぞれの輝度値を検出する画素輝度検出手段と、
　被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される複数のブロックに分割設定する
分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大となるブ
ロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、前記撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを調
整する画像信号調整手段とを備え、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段をさらに有し、
　前記ピーク値決定手段が、前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象に
して第１のピーク値を決定するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロ
ックを対象にして第２のピーク値を決定し、
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づい
て、前記代表輝度値を算出することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値および前記第２のピーク値に対してそ
れぞれ第１のピーク重み付け係数および第２のピーク重み付け係数を乗じることにより、
前記代表輝度値を算出し、
　前記第１のピーク重み付け係数が前記第２のピーク重み付け係数よりも大きいことを特
徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】
　被写体像に対し、被写体像の周辺部を含むように平均測光領域を定める平均測光領域設
定手段と、
　平均測光領域内に配置されたブロックに基づいて、ブロック輝度平均値の平均値を示す
平均輝度値を算出する平均輝度値算出手段とをさらに有し、
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値、前記第２のピーク値および前記平均
輝度値とに基づいて、前記代表輝度値を算出することを特徴とする請求項１乃至２のいず
れかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項５】
　前記分割設定手段が、サイズおよび画素数が実質的に等しくなるように前記複数のブロ
ックを設定することを特徴とする請求項１乃至請求項２のいずれかに記載の電子内視鏡装
置。
【請求項６】
　前記分割設定手段が、画素数およびサイズの異なる複数の種類のブロックを分割設定す
ることを特徴とする請求項１乃至請求項２のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項７】
　前記分割設定手段が、第１の画素数によって構成される第１のブロックと、前記第１の
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画素数より多い第２の画素数によって構成される第２のブロックとを分割設定することを
特徴とする請求項１乃至請求項２のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項８】
　前記ビデオスコープ内に設けられた鉗子チャンネルを利用して処置具が使用されている
か否かを検出する処置具使用検出手段をさらに有し、
　前記分割設定手段が、前記処置具の使用が検出された場合、被写体像において処置具先
端部が表示される処置具表示領域を除いて前記第２のピーク測光領域を設定することを特
徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項９】
　前記撮像素子が電子シャッタ機能を有し、前記画像信号調整手段が前記電子シャッタ機
能を制御して、前記撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを調整することを特
徴とする請求項２に記載の電子内視鏡装置。
【請求項１０】
　ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、それぞれ輝度値を持
つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される
複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大となるブ
ロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、被写体へ照射される光の光量を調整する光量調整手段とを
備え、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段をさらに有し、
　前記ピーク値決定手段が、前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象に
して第１のピーク値を決定するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロ
ックを対象にして第２のピーク値を決定し、
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づい
て、前記代表輝度値を算出することを特徴とする内視鏡用自動調光装置。
【請求項１１】
　ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、それぞれ輝度値を持
つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される
複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大となるブ
ロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、前記撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを調
整する画像信号調整手段とを備え、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段をさらに有し、
　前記ピーク値決定手段が、前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象に
して第１のピーク値を決定するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロ
ックを対象にして第２のピーク値を決定し、
　前記代表輝度値算出手段が、前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づい
て、前記代表輝度値を算出することを特徴とする内視鏡用被写体像明るさ自動調整装置。
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【請求項１２】
　電子内視鏡装置において表示される被写体像の明るさを調整するためのプログラムであ
って、
　ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、それぞれ輝度値を持
つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される
複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大値となる
ブロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、被写体へ照射される光の光量を調整する光量調整手段とを
機能させ、さらに、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段を機能させ、
　前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象にして第１のピーク値を決定
するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象にして第２のピ
ーク値を決定するように、前記ピーク値決定手段を機能させ、
　前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づいて、前記代表輝度値を算出す
るように、前記代表輝度値算出手段を機能させることを特徴とする自動調光プログラム。
【請求項１３】
　電子内視鏡装置において表示される被写体像の明るさを調整するためのプログラムであ
って、
　ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、それぞれ輝度値を持
つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素によって構成される
複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、
　前記複数のブロック各々に対し、前記所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝
度値を示すブロック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、
　前記複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大値となる
ブロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と、
　前記ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、
　前記代表輝度値に基づいて、前記撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを調
整する画像信号調整手段とを機能させ、さらに、
　被写体像に対し、被写体像の中央部に第１のピーク測光領域を定め、前記第１のピーク
測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段を機能させ、
　前記第１のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象にして第１のピーク値を決定
するとともに、前記第２のピーク測光領域内に配置されるブロックを対象にして第２のピ
ーク値を決定するように、前記ピーク値決定手段を機能させ、
　前記第１のピーク値および前記第２のピーク値とに基づいて、前記代表輝度値を算出す
るように、前記代表輝度値算出手段を機能させることを特徴とする画像信号調整プログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、撮像素子を有するビデオスコープとビデオスコープが接続されるプロセッサと
を備えた電子内視鏡装置に関する。特に、観察部位を照射する光の光量を調整し、あるい
は、撮像素子のシャッタスピードに基づく電荷蓄積量を調整することにより、表示される
被写体像の明るさを適正に維持する明るさ処理に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来の電子内視鏡装置では、被写体像に応じた画像信号がビデオスコープ内の撮像素子か
ら読み出されると、被写体像の明るさを示す輝度値が算出される。そして、この輝度値と
適正な明るさを示す参照輝度値との差に基づいて、例えば、絞りの開閉によって患部に照
射される光の光量が調整される。輝度値を算出する測光方式としては、画面全体の明るさ
平均を求める平均測光や、画面全体の中で比較的輝度値の高い値を被写体像の明るさとす
るピーク測光があり、医師などのオペレータは必要に応じて測光方式を選択する。
【０００３】
ところで、患部とビデオスコープの先端部とが近接した場合や、鉗子などの処置具の先端
部が観察画像に現われた場合、観察画像の周辺領域ではハレーションが発生しやすい。ピ
ーク測光方式を適用している状態で周辺領域にハレーションが発生すると、画面全体とし
ては適正な明るさであるにも関らず、照射光量が減少するように光量調整が行われる。そ
のため、観察画像の中心付近のエリアをピーク測光領域、周辺エリアを平均測光領域に設
定する方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】
特開２０００－３３３９０１号公報（第３図）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
一方、体内の粘膜や観察部位の微小な凹凸の起因して、観察画像の中で微小領域内の画素
の輝度値が周囲に比べて極端に高くなる場合がある。中央付近のピーク測光領域にこのよ
うな高輝度の微小領域が存在すると、ピーク値がその高輝度微小領域に基づいて検出され
てしまうため、観察画像全体の明るさを抑えるように光量調整が行われてしまう。その結
果、観察画像の明るさを適正に維持できず、処置、手術等に影響してしまう。
【０００６】
そこで本発明では、高輝度値をもつ微小な画素領域の存在に関らず、観察画像の明るさを
適正に維持することが可能な電子内視鏡装置を得ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の電子内視鏡装置は、被写体像を撮像するための撮像素子を有するビデオスコープ
とビデオスコープが接続されるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置であって、被写体を
照明するための照明光を放射する光源と、撮像素子から読み出される画像信号に基づいて
、被写体像を構成する複数の画素それぞれの輝度値を検出する画素輝度検出手段とを備え
る。ここでの被写体像は、表示装置等に表示され、オペレータ等に観察される像を示す。
【０００８】
さらに、本発明の電子内視鏡装置は、分割設定手段と、輝度平均算出手段と、ピーク値決
定手段と、代表輝度値算出手段と、光量調整手段とを備える。分割設定手段は、被写体像
を、それぞれ所定の数の画素によって構成される複数のブロックに分割設定する。例えば
、正方形状のブロックとなるように縦横同数の画素によってブロックを構成すればよい。
この場合、被写体像はブロックがマトリクス状に並ぶことによって構成される。輝度平均
算出手段は、複数のブロック各々に対し、ブロックの平均的な輝度値を示すブロック輝度
平均値を算出する。ブロック輝度平均値は、輝度値の総和を画素数で割ることにより算出
すればよい。あるいは、度数分布に基づいて、各輝度値とその輝度値をもつ画素の数とを
乗じた総和を画素数で割ることによって算出してもよい。ピーク値決定手段は、複数のブ
ロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して、実質的に最大となるブロック輝度平均
値をピーク値として決定する。例えば、実際に最大となるブロック輝度平均値をピーク値
としてもよいが、それより小さいブロック輝度平均値をもつブロックが所定の数を超える
場合、そのブロック輝度平均値を実質的にピーク値とみなすようにしてもよい。
【０００９】
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代表輝度値算出手段は、ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値
を算出する。例えば、被写体像全体に対してピーク測光を実行する場合、ピーク値がその
まま代表輝度値となる。すなわち、ピーク値決定手段が、そのまま代表輝度値算出手段と
なる。そして、光量調整手段は、代表輝度値に基づいて、被写体へ照射される光の光量を
調整する。例えば、絞りの開閉によって光量調整をすればよい。一方、本発明の他の電子
内視鏡装置は、光量調整手段の代わりに、代表輝度値に基づいて、撮像素子から読み出さ
れる画像信号の輝度レベルを調整する画像信号調整手段を備える。例えば撮像素子が電子
シャッタ機能を有する場合、画像信号調整手段は、電子シャッタ機能を制御して、撮像素
子から読み出される画像信号の輝度レベルを調整する。
【００１０】
体内の粘膜や患部の微小な凹凸により、局所的に微小領域内の画素のみ高輝度値になった
場合でも、まずブロックの輝度平均値が算出されてからそのブロック輝度平均値に基づい
てピーク値が決定されるため、微小領域の画素の輝度値がそのままピーク値とはならない
。したがって、被写体像の明るさが適正に維持される。被写体像を構成するブロックに関
しては、微小領域を十分取り込めるような画素数、サイズを設定すればよい。例えば、画
素数は３０～１２０の範囲で定めればよい。
【００１１】
中心付近のみピーク測光を行う場合、電子内視鏡装置は、被写体像に対し、被写体像の中
央部にピーク測光領域を定めるピーク測光領域設定手段を備えるのがよい。ピーク値決定
手段は、ピーク測光領域内に配置されるブロックを対象にしてピーク値を決定する。被写
体像の周辺領域はハレーションが発生しやすいため、中心付近に映し出される注目すべき
部位の輝度値のみに基づいて自動調光処理が行われる。
【００１２】
ピーク測光と平均測光を併用する場合、被写体像に対し、被写体像の中央部にピーク測光
領域を定めるピーク測光領域設定手段と、被写体像に対し、被写体像の周辺部を含むよう
に平均測光領域を定める平均測光領域設定手段と、平均測光領域内に配置されたブロック
に基づいて、ブロック輝度平均値の平均値を示す平均輝度値を算出する平均輝度値算出手
段とを設ければよい。ピーク値決定手段は、ピーク測光領域内に配置されるブロックを対
象にしてピーク値を決定する。代表輝度値算出手段は、ピーク値および平均輝度値に基づ
いて、代表輝度値を算出する。例えば、代表輝度値算出手段は、ピーク値および平均輝度
値に対してそれぞれピーク重み付け係数および平均重み付け係数を乗じることにより、代
表輝度値を算出する。
【００１３】
ピーク測光領域を２つに分けて設定する場合、被写体像に対し、被写体像の中央部に第１
のピーク測光領域を定め、第１のピーク測光領域周りに第２のピーク測光領域を定めるピ
ーク測光領域設定手段を設ければよい。ピーク値決定手段は、第１のピーク測光領域内に
配置されるブロックを対象にして第１のピーク値を決定するとともに、第２のピーク測光
領域内に配置されるブロックを対象にして第２のピーク値を決定し、代表輝度値算出手段
は、第１のピーク値および第２のピーク値とに基づいて、代表輝度値を算出する。例えば
、代表輝度値算出手段は、第１のピーク値および第２のピーク値に対してそれぞれ第１の
ピーク重み付け係数および第２のピーク重み付け係数を乗じることにより、代表輝度値を
算出する。中心付近のピーク測光領域を重視して行うため、第１のピーク重み付け係数が
第２のピーク重み付け係数よりも大きく設定するのがよい。
【００１４】
さらに平均測光も併用する場合、被写体像に対し、被写体像の周辺部を含むように平均測
光領域を定める平均測光領域設定手段と。平均測光領域内に配置されたブロックに基づい
て、ブロック輝度平均値の平均値を示す平均輝度値を算出する平均輝度値算出手段とを設
けるのがよい。代表輝度値算出手段は、第１のピーク値、第２のピーク値および平均輝度
値とに基づいて、代表輝度値を算出する。
【００１５】
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分割設定手段は、画素数およびサイズに関してそれぞれ実質的に等しい複数のブロックを
設定してもよいが、局所的に高輝度となる画素領域が大きくなる場合においても適正な光
量調整を行うため、分割設定手段は、画素数およびサイズの異なる複数の種類のブロック
を分割設定するのがよい。例えば、分割設定手段は、第１の画素数によって構成される第
１のブロックと、第１の画素数より多い第２の画素数によって構成される第２のブロック
とを分割設定する。特に、ピーク測光領域内において周辺領域に近いエリアについては、
ハレーションの発生を考慮して、第２のブロックを設定するのがよい。例えば、第２のピ
ーク測光領域を第２のブロックで構成してもよい。
【００１６】
鉗子等の処置具を使用する場合にも適正に光量調整を行うため、ビデオスコープ内に設け
られた鉗子チャンネルを利用して処置具が使用されているか否かを検出する処置具使用検
出手段を設けるのがよく、分割設定手段は、処置具の使用が検出された場合、被写体像に
おいて処置具先端部が表示される処置具表示領域を除いてピーク測光領域を設定する。
【００１７】
本発明の内視鏡用自動調光装置は、ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号
に基づいて、それぞれ輝度値を持つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ
所定数の画素によって構成される複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、複数の
ブロック各々に対し、所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝度値を示すブロッ
ク輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、複数のブロックそれぞれのブロック輝度平
均値を比較して、実質的に最大となるブロック輝度平均値をピーク値として決定するピー
ク値決定手段と、ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出
する代表輝度値算出手段と、代表輝度値に基づいて、被写体へ照射される光の光量を調整
する光量調整手段とを備えたことを特徴とする。あるいは、本発明の内視鏡用被写体像明
るさ自動調整装置は、デオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、そ
れぞれ輝度値を持つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素に
よって構成される複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、複数のブロック各々に
対し、所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝度値を示すブロック輝度平均値を
算出する輝度平均算出手段と、複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較して
、実質的に最大となるブロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手段と
、ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝度値
算出手段と、代表輝度値に基づいて、撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを
調整する画像信号調整手段とを備えたことを特徴とする。
【００１８】
本発明の自動調光プログラムは、電子内視鏡装置において表示される被写体像の明るさを
調整するためのプログラムであって、ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信
号に基づいて、それぞれ輝度値を持つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞ
れ所定数の画素によって構成される複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、複数
のブロック各々に対し、所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝度値を示すブロ
ック輝度平均値を算出する輝度平均算出手段と、複数のブロックそれぞれのブロック輝度
平均値を比較して、実質的に最大値となるブロック輝度平均値をピーク値として決定する
ピーク値決定手段と、ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を
算出する代表輝度値算出手段と、代表輝度値に基づいて、被写体へ照射される光の光量を
調整する光量調整手段とを機能させることを特徴とする。あるいは、本発明の画素信号調
整プログラムは、電子内視鏡装置において表示される被写体像の明るさを調整するための
プログラムであって、ビデオスコープの撮像素子から読み出される画像信号に基づいて、
それぞれ輝度値を持つ複数の画素によって構成される被写体像を、それぞれ所定数の画素
によって構成される複数のブロックに分割設定する分割設定手段と、複数のブロック各々
に対し、所定数の画素の輝度値からブロックの平均的な輝度値を示すブロック輝度平均値
を算出する輝度平均算出手段と、複数のブロックそれぞれのブロック輝度平均値を比較し
て、実質的に最大値となるブロック輝度平均値をピーク値として決定するピーク値決定手
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段と、ピーク値に基づいて、被写体像の代表的明るさを示す代表輝度値を算出する代表輝
度値算出手段と、代表輝度値に基づいて、撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベ
ルを調整する画像信号調整手段とを機能させることを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下では、図面を参照して本発明の実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００２０】
図１は、第１の実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。検査、手術等が開始
されると、ビデオスコープが体内へ挿入される。
【００２１】
電子内視鏡装置には、ＣＣＤ（Charge-Coupled Device）５４を有するビデオスコープ５
０と、ＣＣＤ５４から読み出される信号を処理するプロセッサ１０とが備えられており、
被写体像を表示するモニタ３２およびキーボードがプロセッサ１０に接続される。ビデオ
スコープ５０はプロセッサ１０に着脱自在に接続される。
【００２２】
ランプ電源スイッチ（図示せず）がＯＮになると、ランプ制御回路１１Ａを含むランプ電
源部１１からランプ（照明用光源）１２へ電源が供給され、これによりランプ１２から光
が放射される。ランプ１２から放射された光は、集光レンズ１４を介してビデオスコープ
５０内に設けられた光ファイバー束５１の入射端５１ａに入射する。光ファイバー束５１
は、ランプ１２から放射される光を観察部位Ｓのあるビデオスコープ５０の先端部６０へ
光を伝達する極細の光ファイバーの束であり、光ファイバー束５１を通った光は出射端５
１ｂから出射する。これにより、照明用レンズである配光レンズ５２を介して被写体であ
る観察部位Ｓに光が照射される。また、ビデオスコープ５０には鉗子チャンネル５８が形
成されており、観察部位を処置等する場合、先端部が金属性の処置器具の一種である鉗子
ＫＮが鉗子チャンネル５８に挿入される。
【００２３】
観察部位Ｓにおいて反射した光は、対物レンズ５３を通ってＣＣＤ５４の受光領域に到達
し、これにより観察部位Ｓの光学像がＣＣＤ５４の受光領域に形成される。本実施形態で
は、カラー撮像方式として同時単板式が適用されており、ＣＣＤの受光面上にはイエロー
（Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）、グリーン（Ｇ）の色要素が市松状に並べ
られた補色カラーフィルタ（図示せず）が受光領域の各画素位置に対応するよう配置され
ている。そして、ＣＣＤ５４では、観察部位Ｓの光学像が補色カラーフィルタの各色要素
を通る色に応じた複数の画素信号から成る画像信号が光電変換により発生し、所定時間間
隔ごとに１フレームもしくは１フィールド分の画像信号が、色差線順次方式に従って順次
読み出される。本実施形態では、カラーテレビジョン方式としてＮＴＳＣ方式が適用され
ており、１／３０（１／６０）秒間隔ごとに１フレーム（１フィールド）分の画像信号が
順次読み出され、初期信号処理回路５５へ送られる。
【００２４】
初期信号処理回路５５には、プリアンプ、サンプルホールド回路、画像メモリ、画像処理
回路（いずれも図示せず）などが含まれており、初期信号処理回路５５に入力された画像
信号は、各回路処理の後デジタル画像信号に変換され、画像メモリに一時的に格納される
。画像メモリから読み出されたデジタル画像信号は画像処理回路に送られ、ホワイトバラ
ンス調整、ガンマ補正などの処理が施される。処理された画像信号はプロセッサ１０へ送
られる。また、初期信号処理回路５５に入力された画像信号の輝度成分である輝度信号が
生成されて所定のタイミングで調光回路２３へ送られる。ここでは、ＮＴＳＣ方式に従っ
て１／３０（１／６０）秒間隔ごとに輝度信号が送られる。
【００２５】
プロセッサ信号処理回路２８では、初期信号処理回路５５から送られてくる画像信号に対
して所定の処理が施される。処理された画像信号は、ＮＴＳＣコンポジット信号、Ｙ／Ｃ
分離信号（いわゆるＳビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などのビデオ信号（映像信号）とし
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てモニタ３２へ出力され、これにより被写体像がモニタ３２に映し出される。
【００２６】
システムコントロール回路２２には、ＣＰＵ２４、ＲＯＭ２５、ＲＡＭ２６が含まれてお
り、ＣＰＵ２４は、プロセッサ１０全体を制御し、調光回路２３、ランプ制御回路１１Ａ
、プロセッサ信号処理回路２８などの各回路に制御信号を出力する。タイミングコントロ
ール回路３０では、信号の処理タイミングを調整するクロックパルスがプロセッサ１０内
の各回路に出力され、また、ビデオ信号に付随される同期信号がプロセッサ信号処理回路
２８に送られる。システムコントロール回路２２内のＲＯＭ２５には、電子内視鏡装置全
体を制御するためのプログラムがあらかじめ記憶されている。
【００２７】
ライトガイド５１の入射端５１ａと集光レンズ１６との間には、被写体Ｓに照射される光
の光量を調整する絞り１６が設けられており、モータ１８の駆動によって開閉する。本実
施形態では、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）で構成された調光回路２３により、絞
り１６を通過する光、すなわち被写体Ｓへ照射される光の光量が調整される。さらに本実
施形態では、後述するように、観察される被写体像が複数のブロックに分割されており、
ブロック毎に輝度平均値が算出される。そして、観察画像全体に対して平均測光が実行さ
れるとともに、観察画像中央付近ではピーク測光が実行される。平均測光による輝度値と
ピーク測光による輝度値とに基づいて、調光回路２３からモータドライバ２０へ制御信号
が送られる。これにより、モータ１８がモータドライバ２０によって駆動され、その結果
、絞り１６が所定の開度となるように駆動される。
【００２８】
ビデオスコープ５０内には、ビデオスコープ５０全体を制御するスコープ制御部５６と、
ビデオスコープ５０に関連したデータがあらかじめ記憶されたＥＥＰＲＯＭ５７とが設け
られている。データには、ＣＣＤ５４の画素数や、先端部６０における鉗子口５９Ａの位
置に関するデータが含まれている。スコープ制御部５６は、初期信号処理回路５５を制御
するとともに、ＥＥＰＲＯＭ５７からスコープ関連のデータを読み出す。ビデオスコープ
５０がプロセッサ１０に接続されると、スコープ制御部５６とシステムコントロール回路
２２との間でデータが送受信され、データがシステムコントロール回路２２へ送られる。
なお、本実施形態では、ＣＣＤ５４の画素数は、モニタ３２の画素数よりも少なく、ＣＣ
Ｄ５４に形成される被写体像が実質的にそのままモニタ３２に表示される画像となる。
【００２９】
フロントパネル４６には、自動調光において基準となる参照輝度値Ｙrの設定をするため
の設定スイッチ４６Ａが設けらており、オペレータがスイッチを操作すると、操作に応じ
た信号がシステムコントロール回路２２へ送られる。参照輝度値のデータは、ＲＡＭ２６
へ一時的に格納されるとともに、必要に応じてシステムコントロール回路２２から調光回
路２３へ送られる。
【００３０】
図２は、調光回路２３において実行される自動調光処理を示したフローチャートであり、
ＮＴＳＣ方式に従って１／３０（１／６０）秒毎に実行される処理ルーチンである。また
、図３、図４は、複数のブロックにより構成される観察画像および拡大された１つのブロ
ックを示した図である。図２～図４を用いて、本実施形態の自動調光処理について説明す
る。
【００３１】
ステップＳ１０１では、図３に示すように、観察画像Ａを複数のブロックＢxyに分割設定
するとともに、ピーク測光領域Ａ１および平均測光領域Ａ２が設定される。
【００３２】
図３に示す観察画像Ａはモニタ３２に表示される被写体像に対応しており、８×８＝６４
個のブロックＢxy（ｘ＝０～７、ｙ＝０～７）がマトリクス状に並ぶような状態で観察画
像Ａが構成される。ここでは添字ｘはモニタ３２の画面水平方向、添字ｙはモニタ３２の
画面垂直方向を表す。さらに、各ブロックＢxyは、８×８の画素Ｐij（ｉ＝０～７、ｊ＝
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０～７）によって構成されており、観察画像全体は、６４×６４（＝４０９６）個の画素
によって構成されている。ただし、添字ｉは水平方向、添字ｊは垂直方向表す。各画素Ｐ

ijはそれぞれ輝度値Ｙijを持っており、各画素Ｐijの輝度値に応じた輝度信号がビデオス
コープ５０から調光回路２３へ送られてくる。本実施形態では、被写体像の明るさを２５
６段階に分けており、輝度値は輝度レベルとして０～２５５のいずれかの値に定められる
。
【００３３】
観察画像Ａに対しては、中心周りに境界線が描かれるピーク測光領域Ａ１と観察画像全体
からなる平均測光領域Ａ２とが規定されており、ここでは、ピーク測光領域Ａ１と平均測
光領域Ａ２の面積比は約１：３である。ピーク測光領域Ａ１ではピーク測光、平均測光領
域Ａ２では平均測光が実行される。観察画像Ａに対するピーク測光領域Ａ１の範囲は、注
目したい部位を観察画像Ａの中央に映し出すこと、その部位全体に対してピーク測光を実
行できることなどを考慮して定められる。
【００３４】
大腸などの体内器官は管状になっているため、ビデオスコープ５０の先端部６０が器官内
の中心方向を向いている場合、先端部６０の周縁部が器官と近接している。言い換えれば
、観察画像Ａの周辺領域に映し出される部分が、器官内において先端部６０と近接してい
る部位となる。また、先端が金属製の処置具を使用した場合、処置具先端部の画像が観察
画像Ａの周辺領域に現われる。したがって、周辺領域においてハレーションが発生しやす
いため、ピーク測光が実行されるピーク測光領域Ａ１には周辺領域が含まれていない。こ
れにより、中央付近にあって注目する部位全体を比較的高輝度の状態で観察することが可
能となる。ステップＳ１０１が実行されると、ステップＳ１０２へ移る。
【００３５】
ステップＳ１０２では、６４個のブロックＢxyそれぞれについて、輝度の平均値（以下で
は、ブロック輝度平均値という）ＹＢxyが算出される。
ＹＢxy＝ΣＹij／（ｉ×ｊ）　　　　　　　　　　　　・・・・（１）
各ブロックＢxyのブロック輝度平均値ＹＢxyが求められると、ステップＳ１０３へ進む。
ステップＳ１０３では、ピーク測光領域Ａ１に対してピーク輝度値Ｙpが算出され、平均
測光領域Ａ２に対して平均輝度値Ｊaveが算出される。
【００３６】
平均輝度値Ｊaveは、各ブロックＢxyのブロック輝度平均値ＹＢxyに基づき、以下の式に
よって求められる。
Ｊave＝ΣＹＢxy／（ｘ×ｙ）　　　　　　　　　　　　・・・・・（２）
一方、ピーク値Ｙpの場合、ピーク測光領域Ａ１内の各ブロックＢxyの輝度平均値Ｙxyが
それぞれ比較され、その中で最大となる輝度平均値ＹＢxyがピーク値Ｙpとして定められ
る。ステップＳ１０３が実行されると、ステップＳ１０４へ進む。
【００３７】
　ステップＳ１０４では、自動調光処理において参照輝度値Ｙrと比較される観察画像Ａ
の輝度値Ｉが、以下の式に基づいて算出される。以下では、輝度値Ｉを代表輝度値という
。
　　Ｉ＝α×Ｊａｖｅ＋β×Ｙp　　　　　　　　　　　・・・・・（３）
ただし、α、βは重み付け係数である。重み付け係数α、βの値は使用状況に合わせて設
定すればよいが、ここではαはβに比べて十分小さい値に設定される。ステップＳ１０４
が実行されると、ステップＳ１０５へ進む。
【００３８】
ステップＳ１０５では、代表輝度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差が比較される。参照輝度値
Ｙrは、ここでは１２８に設定されている。代表輝度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差が許容差
Ｃより大きい場合、ステップＳ１０６へ進み、その差に応じた制御信号が調光回路２３か
らモータドライバ２０へ送られる。その結果、被写体像の明るさが適正となるように絞り
１６が所定量だけ駆動される。ステップＳ１０６が実行されると、処理ルーチンが終了す
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る。一方、代表輝度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差が許容差Ｃ以下である場合、被写体像の
明るさは実質的には適正であると判断され、そのまま処理ルーチンが終了する。
【００３９】
図４では、一部の画素のみ高輝度である観察画像を示している。注目すべき部位がピーク
測光領域Ａ１内に映し出されている状態において、体内の粘膜や部位の微小な凹凸により
、ブロックＢxyの中で画素Ｐij（図４では、ｉ＝ｊ＝４）のみ高輝度の状態にある。ブロ
ックＢxyの中で画素Ｐij以外の画素については参照輝度値Ｙr（＝１２８）と等しく、画
素Ｐijのみ高輝度値（＝２５５）になっている。本実施形態では、ブロックＢxyに対する
ブロック輝度平均値ＹＢxyが算出され、他のブロックの輝度平均値ＹＢxyと比較されなが
らピーク値Ｙpが決定される。したがって、画素Ｐijの輝度値がそのままピーク値と算出
されることはない。算出されるブロック輝度平均値ＹＢxyは、高輝度の画素Ｐij以外の画
素に基づいて実質的に算出される。
【００４０】
また、図４に示すように、体内の粘膜や部位の微小な凹凸の影響により、１画素だけでな
く複数の画素による微小領域ＶＳが高輝度状態にある場合においても、ブロックＢxy毎に
ブロック輝度平均値ＹＢxyが算出され、他のブロック輝度平均値ＹＢxyと比較されながら
ピーク値Ｙpが算出されるため、高輝度状態となった画素のある微小領域ＶＳの影響でそ
のままピーク値Ｙpが高輝度値に決定されることはない。
【００４１】
このように本実施形態によれば、ブロックＢxyのブロック輝度平均値ＹＢxyがそれぞれ算
出される。また、ピーク測光領域Ａ１内のブロック輝度平均値ＹＢxyが比較され、最大値
となるピーク値Ｙpが算出される。また、平均測光領域Ａ２のブロック輝度平均値ＹＢxy

の平均値である平均輝度値Ｊaveが算出される。そして、平均輝度値Ｊaveとピーク値Ｙp

に基づいて代表輝度値Ｉが算出され、代表輝度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差に基づいて絞
り１６が駆動される。
【００４２】
なお、α＝０に設定し、ピーク値Ｙpをそのまま代表輝度値Ｉとしてもよい。ピーク測光
領域Ａ１は図示した以外の範囲に設定してもよく、観察画像Ａの領域すべてをピーク測光
領域Ａ１に設定してもよい。また、平均測光領域Ａ２は、観察画像Ａの全体でなく、ピー
ク測光領域Ａ１を除く周辺領域だけに定めてもよい。
【００４３】
本実施形態では、自動調光処理ルーチンの最初にピーク測光領域Ａ１、平均測光領域Ａ２
、およびブロックＢxyの設定が実行されるが、プロセッサ１０の電源をＯＮ状態にした時
の初期設定の中で実行してもよい。
【００４４】
ブロックＢxyのサイズ、ブロックＢxyを構成する画素数に関しては、図示した以外のサイ
ズ、画素数に定めてもよい。
【００４５】
ＣＣＤ５４から読み出された画像信号の処理は、ビデオスコープ５０内で実行する代わり
にプロセッサ内で実行してもよい。
【００４６】
ランプ１２及び絞り１６を使用する代わりに、発光ダイオードなどの光源に対する発光量
を調整するように構成してもよい。
【００４７】
ＣＣＤ５４の画素数がモニタ３２の画素数より多い場合、モニタ３２に表示される被写体
像を構成する画素に基づいて自動調光処理を行えばよい。
【００４８】
ブロック輝度平均値ＹＢxyに関しては、１つのブロックに対する度数分布に基づいて輝度
平均値を算出してもよい。例えば、各輝度値に対してその輝度値となる画素の数に輝度値
を乗じ、その総和を画素数で割ることにより輝度平均値を算出してもよい。
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【００４９】
次に、図５、図６を用いて、第２の実施形態について説明する。第２の実施形態では、ピ
ーク測光の実行される領域が２つ設定されている。
【００５０】
図５は、第２の実施形態における自動調光処理を示したフローチャートである。図６は、
第２の実施形態における観察画像を示した図である。
【００５１】
ステップＳ２０１では、観察画像ＡがブロックＢxy毎に分割設定されるとともに、第１の
ピーク測光領域Ａ’１、第２のピーク測光領域Ａ’２、平均測光領域Ａ３が定められる。
【００５２】
図６に示すように、観察画像Ａに対し、第１のピーク測光領域Ａ’１が中央部に設けられ
、その周りに第２のドーナツ状のピーク測光領域Ａ’２が規定されている。さらに、第２
のピーク測光領域周りに平均測光領域Ａ’３が規定されている。第１の実施形態同様に、
平均測光領域Ａ’３は観察画像Ａの全体領域に相当する。
【００５３】
ステップＳ２０２の実行は図２のステップＳ１０２の実行と同じであり、ブロック輝度平
均値ＹＢxyが算出される。そして、ステップＳ２０３では、第１のピーク測光領域Ａ’１
、第２のピーク測光領域Ａ’２、平均測光領域Ａ’３に対し、それぞれ第１のピーク値Ｙ

p1、第２のピーク値Ｙp2、平均輝度値Ｊaveが算出される。ステップＳ２０３が実行され
ると、ステップＳ２０４へ進む。
【００５４】
ステップＳ２０４では、代表輝度値Ｉが以下の式に基づいて算出される。
Ｉ＝α’×Ｊave＋β’×Ｙp1＋γ’×Ｙp2　　　　　　・・・（４）
ただし、β’はγ’よりも大きい。
【００５５】
上述したように、観察画像Ａの中心から周辺領域へ向かうほど、器官内壁との距離が接近
する。そのため、ビデオスコープ５０の先端部６０が進行方向（器官の中心軸方向）を向
いている場合、観察画像Ａの輝度は、中心から周辺領域へ向かうほど高くなる傾向にある
。本実施形態では、そのような特性に応じて、第１のピーク測光領域Ａ’１および第２の
ピーク測光領域Ａ’２が定められており、第１のピーク値Ｙp1が第２のピーク値Ｙp2より
重視される。ステップＳ２０４が実行されると、ステップＳ２０５へ進む。
【００５６】
ステップＳ２０５～Ｓ２０６の実行は、図２のステップＳ１０５～Ｓ１０６の実行と同じ
であり、代表輝度値Ｉが参照輝度値Ｙrと比較され、その差が許容差Ｃより大きい場合、
絞り１６が所定量だけ駆動される。
【００５７】
次に、図７～図９を用いて第３の実施形態について説明する。第３の実施形態では、金属
製の処置具の使用に応じてピーク測光領域が変更設定される。他の構成に関しては、第２
の実施形態と実質的に同じである。
【００５８】
図７は、第３の実施形態における電子内視鏡装置のブロック図である。
【００５９】
ビデオスコープ５０’には、処置具センサＳＥが鉗子チャンネル５８に設置されており、
処置具センサＳＥはスコープ制御部５６に接続されている。処置具センサＳＥは、処置具
ＫＷが鉗子チャンネル５８に挿入されたことを検出し、検出信号をスコープ制御部５６へ
送る。スコープ制御部５６では、処置具ＫＷの使用を伝える制御信号がプロセッサ１０の
システムコントロール回路２２へ送られ、さらにはシステムコントロール回路２２から調
光回路２３へ処置具使用の検出信号が送られる。
【００６０】
ＥＥＰＲＯＭ５７には、先端部６０における鉗子口５９Ａの位置に関する鉗子データがあ
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らかじめ記憶されており、ビデオスコープ５０’がプロセッサ１０に接続されると、鉗子
口５９Ａに関するデータが他のデータとともにシステムコントロール回路２２、そして調
光回路２３へ送られる。
【００６１】
図８は、第３の実施形態における自動調光処理を示したフローチャートである。図９は、
第３の実施形態における観察画像の測光領域を示した図である。
【００６２】
ステップＳ３０１では、処置具ＫＷが使用されているか否かが判断される。調光回路２３
において処置具使用ＫＮの検出信号が入力されず、処置具ＫＷは使用されていないと判断
された場合、ステップＳ３０２へ進む。ステップＳ３０２では、図５のステップＳ２０１
と同様に、第１および第２のピーク測光領域Ａ’１、Ａ’２、および平均測光領域Ａ’３
が設定される。ステップＳ３０２が実行されると、ステップＳ３０４へ移る。
【００６３】
一方、ステップＳ３０１において検出信号が調光回路２３へ入力され、処置具ＫＷが使用
されていると判断された場合、ステップＳ３０３へ進む。ステップＳ３０３では、各ブロ
ックＢxyが分割設定されるとともに、処置具の使用に応じて第１および第２のピーク測光
領域Ａ”１、Ａ”２および平均測光領域Ａ”３が設定される（図９参照）。鉗子ＫＮが使
用されている場合、第２のピーク測光領域Ａ”２は、円環状の領域から一部領域ＫＡ（以
下では鉗子領域という）を取り除くように規定される。処置具領域ＫＡは、ＥＥＯＲＯＭ
５７に記憶されていた鉗子口５９Ａの位置に従って定められる。それ以外の第１のピーク
測光領域Ａ”１、平均測光領域Ａ”３は、第２の実施形態と同じである。
【００６４】
処置具ＫＷを使用した場合、処置具ＫＷの像が処置具領域ＫＡ付近に映し出される。しか
しながら、処置具領域ＫＡは、ピーク測光領域Ａ”１、Ａ”２に含まれないため、金属製
の処置具ＫＷによる光の反射によってハレーションが発生しても、ピーク値として算出さ
れない。ステップＳ３０３が実行されると、ステップＳ３０４へ進む。
【００６５】
ステップＳ３０４～Ｓ３０８の実行は、図５のステップＳ２０２～Ｓ２０６の実行に対応
する。すなわち、ブロック輝度平均値ＹＢxyが算出され、第１および第２のピーク値Ｙp1

、Ｙp2および平均輝度値Ｊaveが算出され、代表輝度値Ｉが算出される。そして、代表輝
度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差に基づいて、絞り１６が駆動される。
【００６６】
本実施形態では、処置具センサＳＥを鉗子チャンネル５８に設けているが、それ以外の方
法で処置具ＫＷの使用を検出してもよい。
【００６７】
次に、図１０を用いて第４の実施形態である電子内視鏡装置について説明する。第４の実
施形態では、サイズおよび画素数などタイプの異なる複数の種類のブロックによって観察
画像Ａが構成される。それ以外の構成に関しては、第２の実施形態と同じである。
【００６８】
図１０は、第４の実施形態における観察画像Ａを示した図である。
【００６９】
第２のピーク測光領域Ａ’２は、８つのタイプのブロックＢ’１～Ｂ’８によって構成さ
れており、ブロックＢ’１～Ｂ’８のサイズ、画素数は、第１～第３の実施形態で示され
たブロックＢxyと異なる。ブロックＢ’１～Ｂ’８を構成する画素の数は、ブロックＢxy

を構成する画素の数より多い。
【００７０】
第４の実施形態における自動調光処理は、第２の実施形態における自動調光処理と実質的
に同じである。すなわち、ブロックＢ’１～Ｂ’８を含めて各ブロックに対し輝度平均値
を算出し、第１、第２のピーク値Ｙp1、Ｙp2および平均輝度値Ｊaveを算出する。そして
、（４）式に基づいて代表輝度値Ｉを算出し、代表輝度値Ｉと参照輝度値Ｙrとの差に基
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づいて絞り１６が駆動される。
【００７１】
ブロックＢ’１～Ｂ’８を構成する画素の数が他のブロックに比べて多いため、図４で示
したように多数の画素が周囲の画素に比べて極端に高輝度状態になった場合においても、
第２のピーク測光領域Ａ’２における輝度平均値は、その高輝度画素に影響されず、代表
輝度値Ｉの値も局所的な高輝度画素に影響されない。
【００７２】
ブロックＢ’１～Ｂ’８のサイズ、画素数は、図示されたものに限定されない。また、第
２のピーク測光領域Ａ’２の代わりに第１のピーク測光領域Ａ’１内においてブロックを
変更してもよい。
【００７３】
次に、図１１、図１２を用いて第５の実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
第５の実施形態では、絞り機構を用いる代わりに、撮像素子から読み出される画像信号の
輝度レベルを調整する。すなわち、絞りの開閉によって被写体へ照射される光の光量を調
整する代わりに、電子シャッタ機能を有する撮像素子のシャッタスピードを増減して受光
部に蓄積される電荷量を制御し、表示される被写体像の明るさを調整する。それ以外の構
成に関しては、第１の実施形態と実質的に同じである。
【００７４】
図１１は、第５の実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。ＣＣＤ５４は電子
シャッタ機能を有しており、スコープ制御部５６から送られてくる制御信号に基づいて電
荷蓄積時間が調整される。システムコントロール回路２２からスコープ制御部５６へ明る
さ調整に関する制御信号が送られると、シャッタスピード制御信号がＣＣＤ５４へ送られ
る。これにより、電子シャッタ機能が制御され、被写体像の明るさが適正となるように所
定量の電荷がＣＣＤ５４から読み出される。
【００７５】
図１２は、第５の実施形態における被写体像の明るさを調整する処理を示したフローチャ
ートである。ステップＳ４０１～４０５の実行は、第１の実施形態におけるステップＳ１
０１～Ｓ１０５（図２参照）の実行と同じである。そして、ステップＳ４０６では、被写
体像の明るさが適正になるように、スコープ制御部５６からＣＣＤ５４へシャッタスピー
ドの制御信号が送られる。
【００７６】
なお、第２の実施形態から第４の実施形態に関しても、観察画像の明るさを適正に維持す
るために、絞り機構の代わりに撮像素子から読み出される画像信号の輝度レベルを調整す
る構成に置き換えてもよい。
【００７７】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、高輝度値をもつ微小な画素領域の存在に関らず、観察画像
の明るさを適正に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】自動調光処理を示したフローチャートである。
【図３】複数のブロックにより構成される観察画像および拡大された１つのブロックを示
した図である。
【図４】高輝度の微小領域が存在した状態における観察画像および拡大された１つのブロ
ックを示した図である。
【図５】第２の実施形態における自動調光処理を示したフローチャートである。
【図６】第２の実施形態における測光領域の設定された観察画像を示した図である。
【図７】第３の実施形態における電子内視鏡装置のブロック図である。
【図８】第３の実施形態における自動調光処理を示したフローチャートである。
【図９】第３の実施形態における測光領域の設定された観察画像を示した図である。
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【図１０】第４の実施形態における複数のブロックから構成された観察画像を示した図で
ある。
【図１１】第５の実施形態における電子内視鏡装置のブロック図である。
【図１２】第５の実施形態における観察画像明るさ調整処理を示したフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１０　プロセッサ
１２　ランプ（光源）
１６　絞り
２２　システムコントロール回路
２３　調光回路
３２　モニタ
５０　ビデオスコープ
５４　ＣＣＤ（撮像素子）
５５　初期信号処理回路
Ａ　観察画像
Ａ１　ピーク測光領域
Ａ２　平均測光領域
Ａ’１、Ａ”１　第１のピーク測光領域
Ａ’２、Ａ”２　第２のピーク測光領域
Ａ３、Ａ’３、Ａ３”　平均測光領域
Ｐij　画素
Ｂxy　ブロック
ＹＢxy　ブロック輝度平均値
Ｙp　ピーク値
Ｙp1　第１のピーク値
Ｙp2　第２のピーク値
Ｊave　平均輝度値
Ｉ　代表輝度値
Ｙr　参照輝度値
ＳＥ　処置具センサ
ＫＷ　処置具
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